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１  平成２７年度から四日市版コミュニティスクール指定校に！  

 本校は、教育活動の一層の充実を図るため、「四日市版コミュニティスクール」の指定を

四日市市教育委員会に申請しておりましたが、２月４日、正式に了承されました。このこと

については、２月５日付の中日新聞の北勢版で報道されましたが、本通信でも報告させてい

ただきます。 

まず、四日市版コミュニティスクールとは、どのような学校なのか説明します。本市の教

育白書には次のように記載されています。

四日市市学校教育ビジョン策定の視点の一つである「家庭・地域との協働」を推進する

ために、平成１８年度から３校をモデル校に指定し、平成２２年度からは、学校づくり協

力者会議を発展させた四日市版コミュニティスクールの指定拡大を図っています。  

四日市版コミュニティスクールは、豊富な知識・技術・経験を持つ保護者・地域住民・

事業者が授業等に参加することを通して、学校・家庭・地域がそれぞれのもつ教育的役割

を自覚し、責任を持ち、協働して学校運営や教育活動の充実や基本的生活習慣の確立を図

ります。併せて、学校関係者評価を行うことにより学校運営の改善に向けて意見を述べて

います。このことにより、教職員の意識改革や保護者・地域住民の参画の意識を醸成し、

地域とともにつくる学校の推進に努めます。  

（平成２５年度版四日市市教育白書「輝く よっかいちの子ども」から） 

ご存知のように、朝明中学校区の八郷小学校と大矢知興譲小学校は、

すでに四日市版コミュニティスクールの指定を受けて、

地域に開かれた学校づくりに取り組まれています。

本校も、平成２７年度から組織的・継続的

地域人材の活用や地域関係団体からのご支援

などが行われるよう組織体制の整備を図って

いきます。また、その取組の状況については、

学校だよりやホームページでお伝えするととも

に、来年２月には学習発表会を開催する予定です。

今後とも保護者・地域の皆様のご協力等

よろしくお願いいたします。



２  すばらしきスポーツマンシップ  

最近、海外から伝えられるニュースは痛ましい事件が多く、いたたまれない気持ちになっ

てしまいます。そのような中、先月１９日からオーストラリア・メルボルンで開催されてい

る全豪オープンテニスでは、錦織選手の活躍が報じられ、大いに注目されたことと思います。 

 この大会では、ある“すばらしいスポーツマンシップ”が見られるゲームがありました。

そのエピソードをご紹介したいと思います。 

予選から勝ち上がって本戦に出場したティム・スマイチェク（アメリカ）は、強豪のラ

ファエル・ナダル（スペイン）と、４時間以上の接戦の末に敗れた。 

 第５セット、ナダルのサービスゲームで６-５の場面でそれは起きた。 

 ナダルがサーブを打とうとしてトスを上げたときに、観客の一人が叫び声を上げ、結果

としてナダルはサーブを失敗した。ナダルは観客席を睨（にら）みつけたが、そのときに

スマイチェクは、サーブをやり直しにすべきだと主張した。ナダルはサーブを打ち直し、

そのポイントをモノにすると、そのまま試合はナダルのサービスキープで終わった。 

試合には敗れたスマイチェクだが、ナダルから尊敬を勝ち取った。  

「彼が見せた行動は素晴らしかったと思う。リードされている場面で、ああいうことが

できる選手は滅多にいない。彼に感謝するとともに、彼が今日見せた姿勢は、とてつもな

いお手本になるものだと思う」とナダルは讃えた。 

 もの静かに話すスマイチェクは、ウィスコンシン州ミルウォーキー出身の２７歳。今ま

でスポーツマンシップについての疑問を持ったことはないという。そして、「ナダルだろ

うが誰だろうが、あのときには間違いなくプレーの妨げになっていたからね」とスマイチ

ェクは言う。彼はうつむきながら、そしてかすかに照れたように笑顔を見せながら言葉を

続けた。「僕は自分がすべき、正しいことをしたんだと思うよ」。 

（「2015.01.22 TENNIS DAILY」から）

（試合後、握手する両選手。左がスマイチェク選手）


